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• ICHARMは、IFASとＲＲＩのシステムをベースに衛星を
利用した雨量観測を用いて洪水予報システム（インダ
スーＩＦＡＳ）を開発した。 

• 地上雨量観測計の少なさや不明確な融雪の寄与量を克
服するために、境界条件として観測流量を用いた。 

• 地上観測網（雨量計と河川流量観測所）の充実がより精
度の高い洪水予測と、モデル作成のために肝要である。 

• ローカリズムを掲げるICHARMは、他にもADB資金によ
るプログラム等への積極的な参加等により各国でのモ
デルプロジェクト等を実践し、地球規模課題に貢献。 
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